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③アイヌ文化伝承や発展のための構想の支援 

ダム湖周辺等の河川空間を有効活用するなど、流域の人々や自治体によるアイヌ文化の伝承や発展

のための構想を支援していくための諸策を展開する。 
 
11.他機関と連携した将来の地域計画に配慮した河川整備 
本整備計画の事業実施期間において、北海道の施策や門別町、平取町の計画するまちづくりと調整

し、市街地の発展や農地の利用の仕方等を踏まえ、総合的、効果的に河川整備を進める。 
 
2．3 流域の未来に向けての取り組み 
 
豊かで水害に強い沙流川流域圏の未来構築のため、長期的な視野に立脚して、流域の人々や自治体

が主体となる協議会の構築が必要である。河川管理者である国は、その協議会に必要な情報の提供な

どの支援を行っていくほか、北海道や農林漁業関係機関等についても、将来にわたって連携の強化を

図る。 
協議会においては、地域住民の日常生活と密着した河川との関わりを踏まえて、流域の形状に制約

された未来発展の在り方、総合的な治水の実現に寄与する森林の整備、本計画を上回る洪水に対する

危機管理対策などについて恒常的に議論していくことが必要である。 
これらを踏まえ、流域の未来に資するため、流域の土地利用・まちづくりを考慮した河川整備につ

いて、必要な調査・検討を行う。また、これらの取り組みには、地域住民、ＮＰＯ、自治体、河川管

理者等がより一層の連携、協働を進め、各々の役割を認識しつつ、流域全体に広がって、その役割を

果たすことが期待される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 2-3-1 沙流川河口より上流を望む 




